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　　　　 　ＨＤＤ（ハードディスク装置）用ガラスディスクは、サブストレートの受注は前連結会

計年度第４四半期の市場の大幅な在庫調整からいち早く回復し、円高とＨＤＤの単価下落

がありましたものの、前連結会計年度に比べて好調に推移しました。一方、メディアでは、

ＨＤＤ業界の再編による受注数の減少と単価下落があり、結果としてディスク全体でわず

かながら減収となりました。

　　　　 　光学レンズは、デジタルカメラ販売台数が下期急速に回復傾向にあり前連結会計年度に

比べて台数ベースで微増となりましたが、当社レンズ売上は、デジタルカメラ用は増加し
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　　　◎　アイケア　売上高：1,576億３千８百万円（前連結会計年度比、1.9％減）
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　　③　メディカル事業分野の事業拡大
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２． 第72期（当連結会計年度）については、前記「⑴　事業の経過および成果」に記載のとお
りです。

３． 第71期において経常利益および当期純利益が大きく減少しておりますのは、同連結会計年
度中に起こった米国を中心とする金融危機の影響による受注の減少、およびペンタックス
セグメントの各事業部門において固定資産の減損処理を実施したことに加え、事業部門の
再編に伴う退職特別加算金の計上や投資有価証券評価損の計上等により、特別損失が大幅
に増加したためであります。

４． 第70期において財産および売上高が大きく増加しておりますのは、同連結会計年度の中間
連結会計期間に株式の公開買付けによりペンタックス株式会社の発行済株式総数の過半を
保有することとなりましたので、同中間連結会計期間より連結の範囲に含めているためで
あります。しかしながら、損益計算書は同連結会計年度の第３四半期（平成19年10月１日
から同年12月31日までの３か月間）から連結されておりますので、同連結会計年度のペン
タックスの損益は、６か月分のみが含まれております。
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　　③　使用人数の推移
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　　②　 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況

名称（発行決議日）

憎

（平成閑 年 間 含日） 株予約権の数閑 関陥鑑個目的克
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３． 当社は、平成21年４月30日開催の取締役会において、指名委員会の決定に基づき、萩原
太郎氏を執行役技術担当として選任し、同氏は同日付で就任しました。また、同日付の
取締役会にて丹治宏彰氏の職務分掌が最高技術責任者（ＣＴＯ）から執行役企画担当に
変更になりました。

４． 取締役椎名武雄氏は、メルシャン株式会穴隘兔∵
３月2p日付で同役兔∵。また、平成2Q年４月窣2奭邳
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株主の移動状況を常に注視しながら、今後の成長をめざし、さらなる業績向者
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連結損益計算書
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連結株主資本等変動計算書
（単位：百万円）
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連結計算書類に係る会計監査人の会計監査報告
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貸 借 対 照 表
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損 益 計 算 書
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株主メモ




